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(2) 錯覚・錯視チーム

【トピックス】 
・ イイググ・・ノノーーベベルル賞賞 受受賞賞（宮下）  

電気味覚を利用して味覚を拡張することを提言した論

文「Augmented gustation using electricity」が、イグ・

ノーベル賞（栄養学）を受賞した。対面祝典は MIT 博物館

で開催された。2024 年 3 月 16 日には研究ブランディング

事業第 9 回公開シンポジウムとして「サイエンス・シュー

ル イグ・ノーベル賞 ～ここでしか聞けない！ 1 時間の

裏話～」を開催し、西森拓・MIMS 所長を司会とし、2008
年と 2010 年にイグ・ノーベル賞を受賞した中垣俊之氏を

（北海道大学）交えてディスカッションを行い配信した。 
・ ｢｢エエレレキキソソルルトト ススププーーンン」」発発売売、、日日本本オオーーププンンイイノノベベーー

シショョンン大大賞賞」」ににおおいいてて日日本本学学術術会会議議会会長長賞賞受受賞賞（宮下） 
電気によって減塩食の味を濃く感じさせるスプーン「エ

レキソルト」が一般販売され、産学連携の試みとしての内

閣府に表彰された。 
・ 独独りり回回遊遊錯錯視視 倍倍タタイイププ のの創創作作（杉原） 

直交する 枚の鏡の前に立体を置くと、立体とその つ

の鏡像の合計 体が同じ向き（時計回り、または反時計回

り）に並んで輪を成す姿が現れるという新しいタイプの立

体錯視を発見した。これは、正面の鏡で振り向かない錯視

と、横の鏡で左右反転する錯視が同時に起きる錯視立体の

設計法を発展させたものである。 
・ 巨巨人人化化フフォォトトススポポッットトのの創創作作（杉原） 

二人の人が窓から顔を出したところを写真に撮ると、遠

くの人が巨大に見えるフォトスポットの設計法を構成し

た。これは、2 次元の絵で起こる回廊錯視を、奥行きのあ

る空間で強調するというアイデアから生まれたものであ

る。窓の二つある立体構造物を斜めの方向から撮影した画

像に 2 次元射影変換を施して作ることができる。ご当地の

素材を使ったフォトスポットとして観光資源としても活用できる技術である。 
【招待講演】

・ 宮下芳明、「味を再現・変化させる味覚ディスプレイ」、第 7 回ディスプレイトレーニン

グスクール「生成 AI とメタバースが開く社会に向けたディスプレイ技術と課題」、オ
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ンライン、国際情報ディスプレイ学会日本支部セミナー、2024 年 3 月 21 日 
・ 宮下芳明、「味覚世界 物理の制約 超えられる」「イグ・ノーベル賞受賞者からのメッ

セージ～君たちはどう挑むか～」、2024 年度産学官学術交流フォーラム、日本農芸化学

会「産学官学術交流委員会」、東京農業大学 横井講堂、2024 年 3 月 25 日 
・ 杉原厚吉、「進化し続ける不可能立体の世界」、日本図学会分野協働のための図学研究、

2023 年 6 月 10 日 
・ 杉原厚吉、「錯覚のふしぎ～進化し続ける！不可能立体～」、静岡科学館、2023 年 6 月

25 日 
・ 杉原厚吉、「絵から飛び出した不可能立体の世界」、ICIAM 2023, Public Lecture、2023

年 8 月 20 日 
・ 杉原厚吉、「絵から飛び出した不可能立体の世界」、中部大学創発セミナー、2023 年 9

月 7 日 
・ 杉原厚吉、「錯視の世界から見た写真論」、池田記念美術館、2024 年 1 月 20 日 
・ 杉原厚吉、「半身回遊立体～半身から全身が生まれてそれが輪をなす鏡映錯視～」、第 18

回 錯覚ワークショップ、2024 年 3 月 5 日 
【論文】 

1. Shota Yamanaka, Hiroki Usuba, Haruki Takahashi, Homei Miyashita, “Predicting 
Success Rates in Steering Through Linear and Circular Paths by the Servo-
Gaussian Model”, International Journal of Human–Computer Interaction, Vol. 0, No. 
0 (2023), pp. 1－19 

2. Takegi Yoshimoto, Nobuhito Kasahara, Homei Miyashita, “Fabrication of Edible 
lenticular lens”, In ACM SIGGRAPH 2023 Posters (SIGGRAPH ’23), Association for 
Computing Machinery, Article 46 (2023), pp. 1－2 

3. Takegi Yoshimoto, Shuto Murakami, Homei Miyashita, “Edible Lenticular Lens 
Design System”, In Adjunct. Proceedings of the 36th annual ACM symposium on 
user interface software and technology (UIST ’23 Adjunct), Association for 
Computing Machinery, New York, NY, USA, pp. 1 – 3 

4. 振原知希、宮下芳明、「周波数を疑似再現した 4 ストローク運動錯視に対する SSVEP
ベース BCI の識別精度」、研究報告ヒューマンコンピュータインタラクション(HCI),  
Vol. 2024–HCI-206, Issue 17 (2024), pp. 1－8【学生奨励賞】 

5. 振原知希、宮下芳明、「錯視が生起する周波数帯の 4 ストローク運動錯視を用いた UI
への IT-CCA を活用した SSVEP ベース BCI の利用検討」、インタラクション 2024 論

文集、pp. 31－40 
6. K. Sugihara, “Room-size illusion and recovery of the true appearance”, Japan 

Journal of Industrial and Applied Mathematics, vol. 40 (2023), pp. 757－773 (2022
年 4 月 11 日採録決定､2023 年 5 月出版､https://doi.org/10.1007/s13160-022-00557-4） 
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